
Ｎｏ９５

Ｄｅｃｅｌｒ－ｎｂｅｒ２００３

(社)日本工学アカデミー広報委員会
○ffice：〒108-oo14東京都港区芝5-26-20

（建築会館4F）

Ｔｅに０３－５４４２－０４８１

Ｆａｘ：Ｏ３－５４４２－Ｏ４８５

Ｅ－ｍａｉｌ：academy＠eaj､or.』ｐ
ＵＲＬhttp://www,eai,orjp／

Ｓ

EAJNEWSNo､り５２００３．１２１

ーー

雲雪詞Ｊ則！ 可

fp、

，可
■＝＝＝ヨ

ー
・

・
・
Ｉ
』紬 三一一一

ダ

嘉塞画
■且画 至

伊

－－

業の発展と将来について、各国（日本からは井

上恵大会員）を代表する方々からの講演があっ

た。オープンセッションの参加者は60人程度

で、少し寂しい会場風景であった。この後、今

回初めてオブザーバとして参加したベトナムか

らの2人の代表も参加して、歓迎レセプション

が中原恒雄副会良のご挨拶と乾杯の音頭で始ま

った。また中原副会長には、レデイースプログ

ラムについてもご尽力いただいた。

３０日（木）はベトナムのオブザーバ参加を得

て、円卓会議が開催された。ベトナムを含めて

各国の活動報告、’''1.I韓|:｢j卓会議から拡大した

東アジア円点会議(EA-RTM)のBylawsの検討と

承認、タスクフォースの今後の活動についての

討論があり、2004年は中国にて開催すること

とした。

午後は横須賀リサーチパークの㈱ＮＴＴドコモ

のマルチメディア研究所、NTT㈱のサイバーコ

ミュニケーション総合研究所を訪問した。帰路

横浜の中華街で夕食会を開催し、すべての行事

を終了した。

鯵
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第７同日中韓工学アカデミー円卓会議が本年

は東京にて、１０月28日（火）から30日（木）まで、

日中韓三カ国の会長全員が顔を揃えて開催され

た。

２８日（火）午後6時半よりセレステインホテル

にて、歓迎レセプションがあり、３人の会長と

関係者が親しく懇談した。レセプションの終了

後も非公式にこれからの課題について話し合わ

れた。

２９日（水）は午前10時から午後5時半まで、慶

礁義塾大学三冊キャンパスの北館ホールにて、

mBetterEngineers,BetterProfessionalsMというテ

ーマで、オープンセッションが開催された。ｌ１ｉ

灘潤一会長の２１世紀はアジアの世紀、日中緋

が牽引すべしという格調高い歓迎挨拶に始ま

り、芝浦工業大学教授児張文雄会員から「｢１本

型技術経営」と題して、感銘深い基調講演があ

った。１年間にわたるタスクフオース（主査：

鈴木浩会員）の活動報告があり、各国のメンバ

ー（日本は上野晴樹会貝が報告）からそれぞれ

の成果報告があった。

続いて、Ｆ１中韓を'''心とする東アジアの製造

第７回日中韓工学アカデミー円卓会議(RTM）

専務理事’'1田

mBetterEngineers,BetterProfessionalsⅧ
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オープンセッション”BetterEngineers,BetterProfessionalsⅧ

第7回日I:'1韓工学アカデミー円卓会議（RTM）

の公開行事であるオープンセッションは、

2003年１０月２９口、慶雁義塾大学三田キャンパ

スにて開催された。参加者は約60名。本アカ

デミー会員、賛助会員に加え、日中韓工学アカ

デミー会長、各国代表、ベトナム代表、日本サ

ムスン㈱、フランス大使館などの参加を得た。

ＯｐｅｎＳｅｓｓｉｏｎｌ

本アカデミー会長西津潤一氏による開会挨拶

があり、国際委員会委員長飯塚幸三氏の司会の

下オープンセッションが始まった。

西達潤一会長

基調講演

芝浦工業大学教授の児

玉文雄会員から、ＭＯＴ

(ManagementofTechnology）

inJapaneseContcxtと題し

た講演があった。これか

らの競争時代では、選別

が大切である。これまで

の我が国の経験から、４

功

飯塚幸三国際委員長

種類の「違い」の視点で児玉文雄会員
検討を行った－産業間の違い、科学の違い、製

品の違い、会社の違い。

まず、産業の違いでは、これまで提唱されて

いた「モジュール化」が競争力の鍵であるとの

理論を、特許オ ン ラ イ ン 情 報 シ ステム

(PATORIS）を用いて、ＰＣと自動車産業で比較

してみた。次に、科学の違いでは、バイオ、ナ

ノテク、情報技術、環境技術によって、やはり

特許件数から、こうした科学技術による産業が

起きているかを、日米欧で比較し、その違いを
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RTM-TF主査鈴木浩／jwRQSwISUZU幻

RTM-TFメンバー伊東誼／yOSHXMmro

明らかにした◎製ｌｌＩＩｌｌの違いでは、ビジネスモデ

ルの違いが大きく貢献し、ファックス、プリン

ター、ＰＣをその例として議論している。最後

に会社による違いをCanonでの、プリンターと

カメラ事業の特許の出方を中心に説明した。我

が':Ｅｌの失われた10年を取り戻すには、こうし

た視点からのMOTが肝要であり、我が岡では、

CreativcDeslruclionよりも、Ｃｌ･eativeAccumulationが

大事だと締めくくった。

質議では、フランス大使館アタッシェの

Perrel-Gallix,Denis氏、㈱コンポン研究所の井上

恵大会員、'一|皇'|玉|工学アカデミー会長Ｘｕ,Kuangdi
氏などから、質問や意見などが出され活発な議

論があった。

タスクフォース報告

鈴木浩ＴＦ主査

つづいて、昨年の

ＲＴＭにおいて設立され

たタスクフォースの主査

である、ＧＥパワーシス

テムズの鈴木浩(執筆者）

から、これまでの６１ilの

ＲＴＭの歴史を振り返っ

た後、報告書”BetteI

Enginee１．s,BetterPro脆ssionalsI’

について説明があった。について説明があった。タスクフォースは、各

阿2名ずつと主布の計7名で構成され、メール

でのやり取りと韓国での会合を持った。２１世

紀は科学技術の時代で、その役割をになう技術

者の質をあげる雫が必要な事からこのテーマを

選び、具体的には9つの問題をピックアップし、

個別にあるいは、グループを作って議論が行わ

れた。蝦終的には、６つのレポートとして報告

書に載せた。すなわち、lJBngincers-Profession

oI・OccLlpation（Suzuki，Hiroshi）２.HigheI

Engineel･ｉｎｇＥｄｕｃａｔｉｏｎｉｎＣｈｉｎａａｎｄＥｎｇｉｎｃｅｌ･s1

T1･aining(Ｙｕ，Shouwen）３.Understandingthe

Barl･iel･ｓｉｎｔｈｅＵｎｉｖｅ１･sity-IndustryCollaboI･ation

(Cho，ＢｏＨｙｕｎｇ）４．Co-operationbetween

Univel･siliesandlndustriesacrossWholeＡｓｉａ(Ito，

Yoshimi）５．SocialStatusofEngineeringand

EngincersandIssuesofEngineeringBthics（Ueno，

＝､

戸、



炉

炉

Haruki)６.AProposalfol･剛AsiallEngineers'Codeof

Ethics1'（Lee,JangGyu)こうした議論のlllから、

今回のオープンセッションの枠組みを決めたと

の説明があった。

ＯｐｅｎＳｅｓｓｉｏｎｌＩ

Ｓｅｓｓｉｏｎｌ：ＢｅｔｔｅｒＥｎｇｉｎｅｅｒｓ，Better

ProfessionalslinEastAsia

本セッションは、大学側に軸足を慨いて企面

され、韓国、日本、並びに中国の大学からの話

題が、ソウル大学Lee,JangGyu教授をコーディ

ネータとして13:30から15:１０に亘って提供され

た。

まず、国立情報学研究

所の上野晴樹教授が、

SocietalStatusofEngilleering

an〔IEllgineersandlssuesoI

Engineel･ingEthicsと題して

話題提供を行った。上野

氏は、はじめにScience、

Engineering、Technologyを一．‐ご － ． 一 一 一 一 ・ ・ ０ ‐ マ マ ー ーニー‐一・.ノー

上野晴樹会員
定義し、技術と技術者の

社会的地位の問題を論じた。次に、技術者倫理

の問題を取り上げ、７つの組織での倫即規定を

比較し、これからの倫理

Ｉ

船

刊

として、内部告発の在り

方などを取り入れる事を

提案した。

質議では、Lee,Jang

Gyu教授と㈱コンポン研

究所の井上恵太氏から技

術者倫理に関して意見が

だされた。〃ー－．ｏーグーＬＪ

Ｙｕ,Shouwen氏
次に、清華大学前副学

長Yu､Shouwen教授から、EngineerillgEducation

andPromotingBetterEngineersinChinaに関して報
告があった。中国には、

230以上の技術系大学が

あり、２０万人以上の工学

部卒業生がいる。量的に

はかなり満たされている

が、これからは、質の高

い技術将の育成が必要で

あり、そのための仕組み

づくりが求められてい

る。また、中国のＷＴＯ
Cho,ＢｏＨｙｕｎｇ氏

への加盟に伴うグローバル化への対応も必要で

ある。

最後に、ソウル人羊Cho,BoHyung教授から、

ＵｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇｔｈｅＢａｒｒｉｅｒｓｉｎｔｈｅＵ、iversity-

IndustryCollaborationに関して問題提起があっ

た。産学協同の効果、その実現に当たってのバ

リアを分析し、それを取り除く鍵、政府の役割、

アジア内での協ﾉJの111能性などについて意見が

出された。

ＳｅｓｓｉｏｎａＭｏｒｅＣｏｍｐｅｔｉｔｉｖｅ，Ｍｏｒｅ

ＣｏｏｐｅｒａｔｉｖｅＥａｓｔＡｓｉａ

本セッションは、企業側に軸足を置いて企lIl1i

され、韓国、日本、並びに中国の代表的な企業

に関わる話題が、清難大学Ｙｕ,Shouwen教授を

コーデイネータとして１５:30から１７:１０に豆って

提供された。

まず、三星電子㈱の

ExecutiveVP、Kang，Ｊｏｎ

氏がHowtoSucceedin

Semiconductol･Memoryと

題して話題提供を行っ

た。Kang氏は、－畠星電

子㈱は、・1M苦界で大きな市

場を獲得していて、韓国

企業の最も代表,,,りな成功Kang,Jon氏
例と紹介したｋで、特に代表的な製品である

ＤＲＡＭや高密股フラッシュメモリー（4Ｇｂ）の

概要を紹介しつつ、「離別化」を基本戦略とし

ていることを述べた。又、この戦略の一環とし

て、「高密度化」に触れ、フラッシュメモリで

は70nｍの線幅で4Ｇｂ、ＣＭＯＳデバイスで20,ｍ

の線幅、さらに三次元トランジスタの集積であ

るＤＲＡＭで線幅80,ｍで512Ｍbなどが紹介され

た。最後に、成功した駆動因子として、「継続

的な投資|、「技術ｲﾐ導の

製品展開｣、「Operational

excellence-l等５つを挙

げられた。

次いで、㈱コンポン研

究所代表取締役所長井上

恵大会員がBetler

Engineel｡s，BeUcrSociety-

TechllologyInnovaｌｉｏｎｉｎ

ＴＯＹＯＴＡ１ｏｗａｒｄｓＣｌｅａｎ

壬－－１１１１Ｌ'』Ｌ'ら』ハュ鼻凸△､-′マー､Ｌ鼻一“ユュ

井上驚喜尋太会員
ＴＯＹＯＴＡｔｏｗａｒｄｓＣｌｅａｎ

ＧｌｏｂａｌＥｎｖｉｒｏ､mentと題して話題提供を行った。

EAJNEWSN0.952003.123



井上氏は、自動織機を発明した豊川佐吉翁の定

めた社訓の一つとして、「技術若と社会の関わ

り」、ご子息の豊田喜一郎氏の自動車生産への

取り組みなどに触れた後に、話題の焦点をトヨ

タ自動車㈱が長年に亘って取り組んでいる「環

境問題」に絞り、エンジン設計の例を述べた。

ここでは、ハイブリッドシステムを特に取り上

げ、それが消費者と社会の希求へ対応したもの

であり、エネルギー消費の削減に役立っている

ことを強調された。更に、開発努力が続けられ

|Ｉ11111

Ｉ

■

墨 『■ｐ■

瀧#熱＆
舵.E
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腿

ことを強調された。更に、

ているユーザー・フレン

ドリー車についても紹介

された。

最後に、中国工学アカ

デミー前副会長Ｚｈｕ，

Gaofeng氏がThePresent

SituationandProspectｏｆ

ＣｈｉｎａｉｓＭａｎｕｆａｃｔｕｌ･ing

lnduStryと題して話題提

供を行った。Zhu氏は、供を行った。Zhu氏は、Zhu,Gaofeng氏
2000年に終了したプロジェクトで「グローバ

リゼーションとITの時代への対処策」を検討し

た結果、ＧＤＰのl/3が製造業から生み出されて

いることを考慮して、’1:'脚としては「製造業を

今後とも重視し、ＩＴは製造業を支援する技術と

位置付けること」を決定した経緯をまず説明さ

れた。又、「技術は外国依存」や「先発l:業国

のｌ/26の労働効率」など製造業が抱えている、

主な６つの問題点を述べ、同時に外同企業が｢|’

国に進出する際に得られるであろう利点を挙げ

た。更に、「CommonTechnology｣、「Key

Techllology｣、「システム

技術｣等を核とした製造

業の急速な育成策に触れ

るとともに、人的資源の

養成の必要性にも言及さ

れた。

ＣＩｏｓｉｎｇＲｅｍａｒｋｓ

国際委員会副委員長の

名古屋工業大学学長柳川

博明教授からまとめが行柳田博明国際副委員長
われ、オープンセッションを終ｒした。

鯵
より良い日中韓工学アカデミー円卓会議(RTM)へ発展するために

一同床異夢の克服へ

どのような全体テーマの下で何をＲＴＭで論

じるかは非常に重要な事柄である。そこで、今

般我が国で開催されたRTMの準備に際しては、

ＴＦ(TaskForce）を設けて議論すべき点につい

ての整理を予め行った。しかし、たとえ一つの

論点に絞れたとしても、それは大きな傘に等し

いのが現状である。要するに、大項'二|としての

論点は定まっても、議論を深め、実りあるもの

とすべ〈、それを具体的な小項目にまで絞ろう

とすると、各アカデミーによって考えが大きく

異なってくる。これは、各アカデミーを取り巻

く環境、目指している将来の姿、当面の活動方

針などが違っているので当然であろう。その一

方、この同床異夢と呼べる状況を理解しておく

ことは、本アカデミーの今後の活動に資すると

ころも大きいと思われる。そこで、ＴＦで検討

された「TheUniversity/IndustryCollaboration」

EAJNEWSN0.952003.124

扇R~､晶究，
四四面■Ｅ
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を例に、このような状況を紹介しておこう。

図は、「1'.|I韓工学アカデミーが提案した議論

すべき小項ﾄー |をPuttickGridに表示したものであ

る。ここで、横軸は「教育･訓練｣、又、縦軸

は「R&D」とし、各jlilllには｢大学ベースの基本

的な課題｣から「1旨業界ベースの応用的な課題」

までを指標として割り当ててある。一日で、

各アカデミーの叫味の対象が大きく違うことが

判るであろう。そのなかで、興味が一致してい

るのは、「技術者のCPD(ContinuingProfessional
Development)｜と「産学協'11による将来像予測」

である。従って、これら二つについて議論を深

めれば、より良い協''1滴動を今後展開できるで

あろうが、この結果については次、のＲＴＭに

期待することになろう。しかし、想定としては、

好ましい成果を得られる期待値は50％である。

なぜならば、ＣＰＤでも璽要な技術群倫理につい

ｸ゙頚､

鼻亀、
』



Continuingaltentiont()industl･ialneeds／

て､実質の伴う集まりへ変貌すべき段階にある。

そして、そのためにはＴＦで予め各アカデミー

から提案される議論の対象を共通性の高いもの

とする努力が乞われていると言えよう。
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University-oriented ５

『

て、同じくＴＦで議論した経験によれば、そこ

には社会体制に由来する違いも含めて、かなり

の飛離が認められている。

別の見方をすれば、どちらかと言えば懇親会

的な側面が強かったＲＴＭは、その姿を脱却し

Developmentfbridealspon
researchproje

中部地区秋季講演会「シナジーセラミックスの研究開発」

ｙ

鶴

Ito/Japan(August2003,Seoul）

ＥＡｊＩＮＥＷＳＮｏ,９５２００３．１２５

壁

識;流ii《蕊：－Cho/Korea(Augusl2003,Seoul）

９月３０口に独立行政

法人産業技術総合研究

所'ＩＩ部センターにて、

何センター所長筒井康

賢氏による研究所の全

休説明と施設の見学会

にひきつづいて、同所

シナジーマテリアル研

究センター長の神崎修

二氏から「シナジーセ
神崎修三氏

一ＰＬ戸測ダゾ三１ゾノゾー

ラミックスの;研究開

発_｜と題してお話をいただいた。

神崎氏は20数年間にわたりセラミックス材

料の機械的強度と靭性あるいは電気絶縁性と熱

『

Ｉｌｄ■１国 画画睡回ｐｇ

９０／‘S'ｊＷＭ/V?〃中部地区担当理事石丸典生／、ﾉﾉvＥ

伝導性など、相反する特性の調和や称々の機能

の同時付与を''1能にする新しい考え方の高次構

造制御技術の体系化を試み、革新的な材料特性

を持ったセラミックス材料の創製に力を注いで

こられた。

高次構造制御技術とは、①結晶粒の配lfIl性な

ど組織の形態的パラメータ、②原子・分子レベ

ルから巨視レベルに至る制御対象の大きさを示

す階層パラメータ、加えて、③原子種、格子欠

陥、粒界、分散粒子、空孔などの構造パラメー

タ、この三つのパラメータを最適に組隻み合わせ

て、力学的特性間の調和や、力学的特性と電磁

気的機能などが共生（シナジー）できる材料を

実現する技術であると説明された。関係する経



への対応」
＝冒冒再Ｅ、唖困

験データが集積され、デ

ータベース化され、高機

能のセラミックスがいわ

ゆる「設計できる」よう

になりつつあるとのこと

であった。

これまでに，強度と靭

性を併せ持った窒化ケイ

：

第１３９回談話サロン「新産業フロンティア・パラダイム転換
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素セラミックス、高強度筒井康賢氏
多孔質セラミックス、低摩擦係数セラミックス

など､多くのシナジーセラミックスが開発され、

既にバイオ分野、自動車構造材料分野、触媒分

野、環境浄化分野、エネルギー分野などで実用

化が検討されているものも多いということであ

った。材料創製の先端科学技術を知る有意義な

見学会・講演会であった。

鶏
がら、最終採用には至

らなかった。

２１世紀のわが国基

盤産業の競争力の強化

の重要性がますます高

まっている。このたび、

渡辺千個教授は、ベン

チャー・ビジネスの成

長。成熟曲線（Ｓカー

ブ）について、イノベ

鋲画雫ｂ

このたび、新産業フロンティア作業部会では

2003年１０月２日に節139回談話サロンで、本部

会メンバー、東京工業大学教授渡辺ｒ例会員の

講演会を開催した。主題は|~成熟経済､情報化

社会のパラダイム変化に対応する技術競争力戦

略への覚醒｣、日本発展パスの比較と検証と題

して、活発な討議が行われた。

2002年４月に(社）日本工学アカデミーの材料

専門部会を改組し、「新産業フロンティア作業

部会」が発足した。この数年|Al、「材料専門部

会｣では産学官の共同研究開発の推進によって、

わが国の材料関連の基盤産業の|ｺﾐ1際競争ﾉJをい

かに強化すべきかについて訓査し、わが|玉|の産

業政策の進むべき方向を政策提言として取りま

とめた。

これを受けて｢新産業フロンティア作業部会」

では、材料基盤産業における新しい高付加価値

事業のベンチャー．ビジネスと市場形成の重要

性を指摘し、同委員会で３年間の調査研究の結

果、政策提言の内部資料をまとめた。ついで本

理事会の承認をえて、昨年4)１，文部科学省に

｢先端科学技術による新産業フロンティア計画」

を申請した。その内容は、わが国製造業の中核

をなす鉄鋼、自動車、化学産業など材料産業の

国際競争力の強化策のプロジェクトを強調し

た。第２次ヒアリングまでは進んだが、残念な

新産業フロンティア作業部会部会長依田 直也／M1owlYoDA

‘、

／ バ ー 一 、 、 ‘ ／ 、 渡 辺 千 侭 会 員
一シヨンにより天井を

押し上げる自己増殖機能の新しいメカニズムの

効果を提唱している。

この視点は、新しいベンチャー・ビジネスの

創出メカニズムとして注目に値する。これは新

たな知見として有益であり、新機能創出のため

に好循環を誘発すべき手法である。

今後、新産業ビジョンへの示唆として、組織

の機動性・柔軟性。適応性・連携性に卓越した

企業の主導性が期待されている。累積的努力と

潜在能力との共鳴の誘発と促進が重要である。

また共鳴を誘発する競争力戦略の累積的展開を

重点化し、社会経済体質の柔軟性をフルに追求

する。イノベーションの自己増殖機能と新機能

創出型成長軌道とを共鳴させることが重要であ

る。この視点から依田の近著、ＭＩＴレポート

EAjNEWSNo’952003.126
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｢メイド・イン・チャイナ戦略」（日刊工業新聞）

(2003年）の視点を紹介した。

わが国の世界戦略に関し、将来の独創的なf［

恵を上乗せした技術と事業創生に向けて、｜｢メ

イド・パイ・ジャパン』経営コンセプトを提案

した。今後の進めかたについても、会員から政

策提言や運営方針について活発な建設的意見が

あり、たいへん有益な談話サロンであった。

社会」タスクフォース(E＆P-TF）

本タスクフォース（Ｅ＆P-TF）は、CAETSが

推進しているlEngineeringandthePublic(E&P)」

をEAJとしても推進し、国際連携に参加するた

めに、本年４月に2年間の予定で活動を開始し

ました。各アカデミーが国情にマッチした活動

を展開し、お互いに参考にして、エンジニアリ

ングと一般社会とのよりよい関係の確京を目指

そうというものです。具体的には､必ずしも正

しく理解されていないエンジニアリングの概念

を整即し再構築するとともに、２１世紀の高度

科学技術社会を担うエンジニアの社会的役割と

責任を認識し、社会人と理解を共有するための

啓蒙活動や、工学倫理の推進、社会人、政治家、

中高生にエンジニアリングを分かりやすく理解

してもらうための対策等を検討しつつ、実施可

能なことを実行する予定で作業を進めておりま

す。

現在12名の委員で作業を行っておりますが、

先ず偶数月に会合を開き、委員の話題提供に基

づいて意見交換をしつつ、概念の再構築と推進

策の検討を行っている段階です。

さて、欧米のエンジニアリングは製肋の開

発・設計・製造・運用を主たる対象としてお

り、Ⅱ本語として定着している“工学”はより

学問的色彩が強く研究・開発に役割の重点が世

かれているという点で隔たりがあり、逆にテク

ノロジーは欧米では学問的色彩が強いのに対し

て我がＩＥＩではより実践技術としての‘位置付けに

あるということなどが、既にこの問題分野の先

駆者の方々には知られていた事実ではあります

が、明らかとなりました。本TFが“エンジニ

アリング”という名称に拘ったのもこのためで

す。

一方､エンジニアの役割も欧米と日本とでは

主査．上野晴樹

画■■画Ｅ■■、■偶

．／/ｗｗ/K/〔/Eﾉv(フ

異なったものであるわけですが、我が脚の企業

における“技術者”の役割は多様であり、正確

に把握しにくいだけでなく、どのレベルの専門

家を技術考と呼ぶべきかということや、その責

任範囲や社会に対する責任の所在が明確でない

などの問題が明らかとなりました。この点は、

最近注日されるようになりました工学倫理とも

強く関連しており、エンジニアに求められる個

人としての社会的職責と組織人（社員）として

の職務とのギャップを如何に解決するかは重大

な社会的課題であ!)、本アカデミーも説明責任

と解決能力を問われる問題であると思われます。

なお、本TFの討論記録は次のホームページ

で公開されております。アカデミー会員の方々

には、コメント等をEAJ事務局や委貝へご送付

くだされば会合で取り上げさせて頂きますの

で、是非ご指導ご協力を賜りたくお願い申し上

げます。

hltp:"research・nii､ac.』p/~ueno/eaj-hphtm

なお、本TFメンバーは下記の通りです。

会員：

石原直一原嘉昭

上野晴樹（発起人代表、主査）

大橋秀雄小林信一(発起人）

諏訪基（発起人）鳥飼欣一

野村東太依田直也

非会員：

小西義昭（日機装㈱開発ｾﾝﾀｰ企画開発

部参事）

柴田清（(独)海上技術安全研究所上

席研究員）

’+'鳥秀人（東京工業大学大学院社会理

工学研究科助教授）

＊敬称略
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毎日必ず'三Iを通す新聞を、リベラルと言われて が

公開シンポジウム

｢脱石油文明を考える一ピークを超える

世界石油生産」
日時：2004年１月221-Ｉ（木）１０:00-18:３０

会場：産業技術記念館(名古屋）

主催：（社)日本工学アカデミー

･協賛：産業技術記念館、名古屋大学、

名古屋産業大学

後援：「|本学術会議、文部科学省、経済産

業省、環境省、愛知県、名占屋市、

（社)中部経済連合会(依頼中を含む）

顕彰｡叙勲

2003年度文化勲章及び文化功労者、秋の

叙勲。褒章受章者が発表されました。その

栄に浴された会員に、心よりお祝い申し上

げます。

文化功労者の末松安晴会員のご業績につ

いては、次号に掲載を予定しております。

賀詞交歓会

2004年１月15日（木）

虎ノ門パストラル新館6Ｆ

(理事会)１０:00-,2:００ヴイオレ

(懇親会），2:00-,4:００アジユール
綴雲霞i’

公開講演会

｢ものづくりにおけるスキルとその技術

化」の新機軸を探る
日時：2004年３月４日（木）１３:30-17:００

会場：側)国際高等研究所(京都）

主催：（社）日本工学アカデミー、（財)国際

高等研究所、ものづくりクラスター

協議会

間合先：大阪大学大学院助手寺本孝司

日本学術会議第５部会員との懇談会

11時：2004年２月16日（月）１８:00-20:００

場所：はあといん乃木坂６Ｆそれいゆ

事務局年末年始休業

１２月27日（土）から１月４日（日）まで、事

務局の年末年始休業といたします。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 E-mail:teramoto＠mecheng,osaka-u霞acjp

Fax206-6879-7247

工学、技術の振興.を日指すアカデミーのＮＥＷＳ

に導くこともあるｃ

鎧
『
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いるところからタカ派の名の高い新聞に変えてみ
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、時の政治や社会の動きを批判の日でチエ!ま編集後記李

ることが大きな役割ということであるが、す

片寄りすぎると場合によっては社会を誤っ

一ＲＮＥｒ，ＤｉＶロハーミーーｒ，、Ⅱ
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の

考えの識者の協力も得てある方向の論調を張り、

世の中の価値観を醸成する。元々、新聞やＴＶなど

わ

面
Ⅲ
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て、その論調の違いを実感している。いろいろな

役割もその意味で重要である。企画・編集に携

る広報委員会の委員の人たち自身が経験と実績

持つ論客である。工学倫理とか技術倫理とかい

話しになると適当な執筆者を探す前に門らの考

を開陳したくなる。その場に参加させていただ

て興味の尽きることがない。（言村由夫）

考え方があるのは不思議ではない。どちらにして
もしかるべき人たちが理を尽くして述べているわ

をＩ
けで、それなりの説得性をもっているｃ

…
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マスメディアがある主張を持ち、それに則した ｒ
ノ

津

え


